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■創意工夫・独創性など施行者が提案する評価指標（案） 

提案１ 生物多様性への配慮 

【外構設計の実施設計コンセプト】 

〇虎ノ門・六本木地区の地区計画区域内では、人々が集いふれあう場として広場や緑地を整備しており、

緑溢れる都市空間が創出されています。 

○虎ノ門・六本木地区市街地再開発事業（仙石山ヒルズ）では、広場や緑地について、人々が集いふれ

あう場として積極的に緑化するだけでなく、新たな提案として、緑化の質にも配慮し、地域植生の再

生や生き物の住みやすさへの貢献、多種多様な生きものの為の環境づくりを創出する「生物多様性」

に向けた取組みを計画、実施しています。 

【事業完了後】 

〇事業完了後においても、経年で生物多様性に向けたモリタリング調査を実施し、動植物の生息状況な

ど生物多様性の観点からみた、保全管理について検討を継続しています。 

○港区においても生物多様性の取組みを推進しており、虎ノ門・六本木地区市街地再開発事業（仙石山

ヒルズ）における保全管理の取り組みから得られる知見は、今後の生物多様性に向けた街づくりの先

進事例として極めて有効な事例として評価できます。 

緑の質に配慮した緑化計画 

１．在来種・自然植生をベースとした緑地 計画地の地域植生を再生する 

２．まとまりのある緑地 緑化効果を高め周囲の緑と結ぶ 

３．緑被ボリュームの高い立体的な緑地 生きものの住みやすさに貢献する 

４．枯れ木や落ち葉といった特殊な環境要素への配慮 多種多様な生きものの為の環境づくり 

 ○仙石山プラザ ○しいのき坂 

■生物多様性への配慮 

○こげらの庭 ○大けやき広場 

○自然体験学習イベントの開催
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■創意工夫・独創性など施行者が提案する評価指標（案） 

仙石山ヒルズにおける 

各季節における鳥類の出現状況 
繁殖期と越冬期における鳥類の優占度 

 各季節における鳥類の出現状況 

種名 

繁殖期 夏期 越冬期 
都区内で一

般的な渡り

区分 

5月 6月 7月 8月 12 月 1月 

上旬 下旬 上旬 下旬 上旬 下旬 上旬 下旬 上旬 下旬 上旬 下旬 

ヒヨドリ ○  ○ ○ ○ ○ ○  ○ ○ ○ ○ 

留鳥 

メジロ ○ ○   ○ ○   ○ ○ ○ ○ 

オナガ ○ ○ ○ ○  ○       

シジュウカラ   ○  ○   ○ △ ○ ○ ○ 

キジバト   ○ ○ ○     △ ○ ○ 

スズメ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 

ハシブトガラス ○  ○   ○     ○  

ハクセキレイ    ○      △ ○  

ムクドリ   ○          

ヤマガラ      ○  △ ○ ○ △  

冬鳥 

ウグイス           ○  

ジョウビタキ         ○  ○  

シロハラ         ○  ○  

エナガ         △  範囲外

カワラバト（ドバト） ○ ○  ○ ○ ○ ○ ○ ○  ○ ○ 外来種 

動植物モニタリング調査（鳥類・在来種） 生物多様性における保全管理上の課題・対策（鳥類）

平成25年度 平成 26年度 平成 27年度 平成 28年度 

ルートセンサスによる 

確認種数 
13種 16種 13種 14種 

都区内で一般的に 

留鳥とされる種 
（9種） （10種） （9種） （9種） 

課題 対策 

広い良質な広葉樹林を必要とし、昆虫食であるいくつか

の種が出現しない 

・殺虫剤等の使用方法を検討（H28） 

・可能な限り昆虫種の成育を許容するような外構管理 

（H29） 

現況の林床が明るすぎる 
・低木の高さを確保し、鳥類の隠れ場所となるような林

床の育成 

地表を覆う落葉落枝が少なく、土壌動物等が貧弱 
・ストックヤード以外の場所においても、落葉落枝の集

積を継続 

出典：アークヒルズ仙石山森タワー動植物モニタリング調査業務報告書（平成28年3月・平成29年6月 公益財団法人 日本生態系協会） 

○：範囲内・センサス時間内における確認  △：範囲内：センサス時間外で確認 

繁殖期 越冬期 

主な利用環境が「樹林」 主な利用環境が「樹林・草地」 

【参考】モリタリング調査事例 

○スズメに関しては、繁殖期、越冬期とも個体数密度は非常に高く、

例年増加傾向にある。他地域の住宅地や公園緑地をはるかに上回

る水準で推移している。 

○要因としては、芝生地の管理強度を下げた結果、ハコベやイネ科

草本といった野草が増加し、その葉や種子などスズメの食物とな

るものが繁殖期に多く存在したことが考えられる。 

ヒヨドリ メジロ 

キジバト ヤマガラ 

オナガ ハクセキレイ 
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■創意工夫・独創性など施行者が提案する評価指標（案） 

提案２ 子育て支援施設の整備計画 

【従前の課題】 

〇平成19年頃から、港区内では子育て世帯の増加に伴い待機児童が多くなり、

港区では子育て支援施設として認可保育園の誘致を積極的に行っていました。 

〇市街地再開発事業の参加組合員（森ビル株式会社）においても、当該地域を含

め子育て世帯が増え、それに伴い待機児童も増加していることを把握しており、

当該事業においても保育園の整備について検討をしていました。 

【取組み内容】 

〇保育園の整備にあたっては、参加組合員が保留床を活用し整備することとし、保育園事業者や港区の保育園の認可を所管

する部署と相談・協議を重ね、保育園の整備を実現しています。 

〇保育園の配置は、当事業で整備した広場の前に保育園（分園）を配置し、子供たちは広場を園庭としても利用できるよう

に工夫されています。 

〇なお、開園当初は、高層棟の住宅居住者などから、大けやき広場での子どもの遊び声に対する厳しい意見が多数ありまし

たが、現在は、居住者と保育園とが歩み寄り、自治会の活動を通して良好な関係にあります。 

〇現在においても港区内において待機児童は一定数いる状況ですが、当該保育園は待機児童解消の一旦を担っています。 

（参考：待機児童数芝地区15名、麻布地区17名 ※平成 30年 4月 1日時点） 

施設計画と外構計画を一体的に整備した取組み 

○認可保育園の配置計画と概要 ○本園  〇参考）広場設計の事業協議資料 

〇広場は、「地域の憩いのひろば」を

コンセプトに、子どもの遊び場とし

ての利用を想定し、芝生地を主体と

した柔らかでオープンな空間を確保

しています。 

〇木陰で憩う人や、子どもをも守る

お母さんのためにベンチなどの休憩

施設を設置しています。 

〇まちの南側には、ランドマークと

なる大けやきを配置しています。

○分園 

大けやき広場 

分園（低層住宅棟 1階部分） 

〇約 200 ㎡、幼児室 

本園（高層タワー棟 1階部分） 

〇約 247 ㎡、乳児室・１歳児室・２歳児室 

保育園の定員：70名 


